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皆さまには、平素より格別のお引き立てを賜り、誠にありがとうございます。

このたび、平成19年度のMUFGグループの業績などをご説明した「ディスクロー

ジャー誌2008」を発刊いたしました。ぜひご一読いただきたくお願い申し上げます。

●平成19年度の業績

平成19年度のグループ連結当期純利益は、前年度比約2,400億円減少し、6,366

億円となりました。これは、サブプライム問題等を契機とした内外金融市場の混乱に

伴い業務粗利益が減少したこと、保有株式において減損が発生したことなどが主な要

因です。

一方、貸出や預金の残高は堅調に伸びており、また経済成長が続くアジアを中心に

海外ビジネスは順調に拡大しております。

不良債権比率は1.15%まで低下、自己資本比率は11.19%を確保し、引き続き健

全な財務基盤を維持しております。

なお、サブプライム問題に端を発した市場の混乱は、内外の実体経済への波及が懸

念される状況にあり、引き続き注視してまいります。

●成長に向けた基盤固め

MUFGグループでは、さらなる成長に向けた基盤固めとして、新システ孅宸

管『á畝外教羊長陸署入さしております。希汀 惋 46 十九 姿 46 隚 モ 豳 辶 𣘺 44 凞 ∏ 8
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受託財産部門では、企業年金や投資信託などをはじめとしたお客さまの大切な資

産をお預かりし、その運用・管理を行っています。

企業年金の分野では、進展する高齢化社会において年金へで厭

産を齢をしの茜儒桰1 燕

企業MU グ克

受託●年金の分金蓬弐て凍鏡儒侽曽灰

産 を 列 ぢ 馴 い 業 同 巣 燈 停

企 業 年 金 庵 桟 Β ľ し ち の 覆 ど Ξ
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リスクの分類 リスクの定義

信用リスク

めﾁ嗉スク

奨ㇹ ゃ ùㇽ俥ひ 俐撼 壝邳ク∵

ｉ 土刔丨�めﾁ嗉スク∵れ琶
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リスク管理体制

ALM・資本運営厭
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信用リスク管理

MUFGグループは、資産の健全性、および信用リスク

量を適正な水準にコントロールし、リスクに見合った収

益を確保するための管理体制を整備しています。

MUFGグループでは、グループ共通の信用格付を資産

自己査定、プライシング、信用リスク計量化、所要自

己資本の計算、ポートフォリオ管理に活用しています。

また、グループのポートフォリオ状況や景気動向等の

環境変化に機動的に対応し、リスクリターンの向上を図

るため、クレジットポートフォリオマネジメント（CPM）

の高度化に積極的に取り組んでいます。

信用リスク管理体制

MUFGグループでは、資産の健全性を維持・向上させ

るため、グループ銀行の与信ポートフォリオを定期的に

モニタリングし、Y9

裡資コ 涯ヘコント 砍Ｘを

シ ン 獣 ね 管 離 貢 、 肯 縛 榛 鱊 貢 、 ん ッ い 矧 し 、 ッ

憤

ヨ胎しぞ
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事
業
系
統
図

■ 三菱東京UFJ銀行 事業系統図

PT U Finance Indonesia

株式会社モビット

株式会社ジャックス

三菱UFJメリルリンチPB証券株式会社

東銀リース株式会社

三菱UFJキャピタル株式会社

Nanjing International Leasing Co., Ltd.

Bangkok BTMU Limited

BTMU Holding (Thailand) Co., Ltd.

三菱UFJニコス株式会社

株式会社日本ビジネスリース

カブドットコム証券株式会社

BTMU Capital Corporation

BTMU Leasing & Finance, Inc.

BTMU Lease (Deutschland) GmbH

PT.  BTMU-BRI Finance

BTMU Participation (Thailand) Co., Ltd.

エム・ユー・フロンティア債権回収株式会社

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社
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国
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

京阪ローン推進室
枚方市岡東町14-40
トムソーヤビル3F
072-846-2681

泉北ローン推進室
堺市北区中百舌鳥町3-428-2
072-259-3870

千里中央ローン推進室
豊中市新千里東町1-4-1
阪急千里中央ビル9F
06-6831-409ę

072683婚8187径2̋

072-25-438Jあ3�

0 7 2 - 主 5 - あ 2 5 ο 1トム
072-388-９-あ1-̋
ト ム ｭ
072-84昏-主5-７環
�Ä�Å

�Ä�Å

トム 泉u
トム
トム
榛

ト ム ｭ
072-8�トム
072-8【
�

トム
ト ム 憤 蒄 き

ト ム
ト ム
ト ムト ム
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三菱UFJフィナンシャル・グループ

三
菱
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ン
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・
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デ
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タ

■ 主要な経営指標等の 84

■ 連結財務諸表 85

■ 連結情報 104

■ 資本・株式の 況（単体） 105

08_07_01M持株  
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■三菱UFJフィナンシャル・グループ （単位：百万円）

事業年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

連結経常収益 2,555,183 2,628,509 4,293,950 6,094,033 6,393,951

連結経常利益 578,371 593,291 1,078,061 1,457,080 1,029,013

連結当期純利益 560,815 338,416 770,719 880,997 636,624

連結純資産額 4,295,243 4,777,825 7,727,837 10,523,700 9,599,708

�9暹 愀氈暹�̂ 蟐け゚ 琶埒ペy9,599,708

�
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3. 配当に関する事項
配当金の

（決議） 株式の種類 総額 1株当たりの 基準日 効力発生日
(百万円) 金額(円)

普通株式 61,259 6,000普通株山
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体
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(1) 普通株式 （平成20年3月31日現在）

所有株式数 持株比率
株主名 （株） （%）

1 日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社(信託口) 528,919,100 4.86

2 日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口) 458,682,300 4.22

3 ヒーロー．アンド．カンパニー 345,922,541 3.18
(常任大 株式会社三菱東京UFJ銀行) 

4 日本生命保険相互会社 280,011,699 2.57
5 ステート ストリート バンク アンド
トラスト カンパニー
(常任大 株式会社みずほコーポレート 217,112,712 1.99
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2. 連結損益計算書



1 1 1

三 菱東京UFJ�1 '28酖◉Ξ1 ム葖



4. 連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

平成18年度 平成19年度
平成18年4月 1 日から 平成19年4月 1 日から（平成19年3月31日まで
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重要な会計方針（平
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(1) 預金種類別期末残高 （単位：億円）

平成18年度末 平成19年度末

国内業務部門
流動性預金 574,956 551,544
定期性預金 285,801 303,660
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■ その他業務の状況（単体）

（単位：千口、億円）

平成18年度 平成19年度

送金為替
各地へ向けた分 口数 441,448 455,385

金額









三菱UFJ信託銀行

■ 主要な経営指標等の推移（連結） 154

■ 連結財務諸表 155

■ 連結情報 166

■ 主要な経営指標等の推移（単体） 167

■ 財務諸表 168
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■三菱UFJ信託銀行 （単位：百万円）

事業年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

Q
連
結
）

ヱ

䐈

榧

ン

�ˆH�Ü

倻
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2. 連結損益計算書
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■

�È�A	Ø�C

リスク管理債権の状況

(2) リスク管理債権に対する引当率 （単位：億円）

平成18年度末

平成19年度末

貸倒引当金(A)

1,238 1,016

リスク管理債権(B)

1,675 922

引当率(A)／(B)

73.93% 110.23%

（注）貸倒引当金には、リスク管理債権以外の債権に対応する引当金が含まれているほか、担保・保証等による保全については考慮されていません。

(1) リスク管理債権 （単位：億円）

平成18年度末

平成19年度末

破綻先債権額

45 13

延滞債権額

762 534

3カ月以上延滞債権額

11 14

貸出条件緩和債権額

855 359

合計

1,675

922

貸出金残高

98,341

97,694

貸出金に占める比率

1.70% 0.94%

(3) 地域別リスク管理債権 （単位：億円）

3カ月以者 貸出条薫

1D
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（単位：百万円）



170

三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

財
務
諸
表

3. 株主資本等変動計算書
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諸
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(ハ)内部取引等
デリバティブ取引のうち特定取引勘定とそれ以外の勘定との間(又は内部部門間)

の内部取引については、ヘッジ手段として指定している金利スワップ取引及び通貨
スワップ取引等に対して、業種別監査委員会報告第24号及び同第25号に基づき、
恣意性を排除し厳格なヘッジ運営が可能と認められる対外カバー取引の基準に準拠
した運営を行っているため、当該金利スワップ取引及び通貨スワップ取引等から生
じる損益又は評価差額を消去せずに当事業年度の損益として処理し、あるいは繰延
処理を行っております。

10.消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税(以下「消費税等」という)の会計処理は、税抜方式によってお
ります。
なお、有形固定資産に係る控除対象外消費税等は発生した事業年度の費用に計上して
おります。

11.手形割引及び再割引の会計処理
手形割引及び再割引は、業種別監査委員会報告第24号に基づき金融取引として処理
しております。

注記事項（幣
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(リース取引関係)
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(6) クレジットデリバティブ取引 （単位：百万円）

平成18年度末 平成19年度末

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

¡
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(1) 預金種類別期末残高 （単位：億円）

平成18年度末 平成19年度末

国内業務部門
流動性預金 22,786 19,756
定期性預金 84,118 90,742
その他の預金 428 833

小計 107,333 111,332

譲渡性預金 13,335 17,932

計 120,668 129,264
90

散 業務部門

9
定期性預金 7,918鰀

その他の預金 た,388鰀

小計 1仍,3♥3 11,

譲渡性預金 ㇼ,91☂鰀

計 1D,ォ 1 19/

計

1ㇷD(

証券9

計

ン
計計
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証券代行受託実績

平成18年度 平成19年度

受託会社数　（社） 3,521 3,532
うち国内会社 3,505 3,515

外国会社 16 17

管理株主数　（千名） 22,169 22,597
うち国内会社 22,151 22,568

外国会社 18 28

名義書換件数（千件） 1,275 1,503
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（早期償還条項付のオリジネーターである証券化エクスポージャー）
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230

マーケット・リスク

期末のバリュー・アット・リスクの値並びに開示期間におけるバリュー・アット・リスクの最高、平均および最低の値

トレーディング勘定のリスク量 （単位：億円）

平成18年度 平成19年度

日次平均 最大 最小 平成18年度末 日次平均 最大 最小 平成19年度末

補オ 扮霨1

掃哉≡楕〇扮ぜ
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三菱東京UFJ銀行（連結）
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信用リスク

連結自己資本比率、連結基本的項目比率および連結総所要自己資本額 【関

�È�A�×�~�¿�Šz�'
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三
菱
東
京
U
F
J
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
連
結
）

信用リスクの削減手法

派生商品取引および長期決済期間取引

信用リスク削減手法が適用されたエクスポージャー （単位：億円）

平成18年度末

適格金融資産担保 適格資産担保 保者
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三
菱
東
京
U
F
J
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
単
体
）

［4］

①発行体 BTMU Preferred Capital 2 Limited

②発行証券の種類 非累積型・固定/変動配当・優先出資証券
（以下、「本優先出資証券」という）
本優先出資証券の所有者は、当行の発行する残余財産分配の順位が最も優先する優先株式と実質的に同順位の残余財産分配請求優先権を有
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三
菱
東
京
U
F
J
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
単
体
）

［6］

①発行体 BTMU Preferred Capital 4 Limited

②発行証券の種類 非累積型・固定/変動配当・優先出資証券
（以下、「本優先出資証券」という）
本優先出資証券の所有者は、当行の発行する残余財産分配の順位が最も優先する優先株式と実質的に同順位の残余財産分配請求優先権を有
する（配当優先権の詳細については後述の「⑦配当支払の内容」に記載）。

③償還期限 永久
ただし、平成29年1月以降の配当支払日に、発行体はその裁量により、本優先出資証券の全部又は一部を償還することができる（一定の場
合には、当該配当支払日前においても、発行体の裁量で、本優先出資証券の全部を償還することができる）。本優先出資証券の償還は、監督
当局の事前承認（その時点で必要であれば）を含め法的な必要条件に則して行われる。

④配当 非累積型・固定/変動配当
当初10年間は固定配当（ただし、平成29年1月以降の配当計算期間については、変動配当が適用されるとともに、ステップアップ配当が
付与される。）

⑤発行総額

③傷日

本
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単
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三
菱
東
京
U
F
J
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
単
体
）

内部格付手法適用エクスポージャー：ソブリン向けエクスポージャー （単位：億円）

平成18年度末

EAD
PD加重平均値 LGD加重平均値 RW加重平均値

格付区分
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（
単
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三菱UFJ信託銀行（連結）

285

三
菱
U







288

三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
連
結
）

オペレーショナル・リスクに対する所要自己資本の額 （単位：億円）

平成18年度末 平成19年度末
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（業種別）
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信
託
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
連
結
）

（証券化エクスポージャーに関する経過措置を適用して算出される信用リスク・アセットの額）
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三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
連
結
）

（単位：億円）

平成18年度末 平成19年度末

連結貸借対照表計上額 連結貸借対照表計上額

平成18年度末 平成19年度末
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三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
単
体
）

貸出金償却の額

（業種別） （単位：百万円）

平成18年度 平成19年度

製造業 ー 134
卸小売業 ー 233
建設業 10 ー
金融・保険業 ー 289
不動産業 122 0
各種サービス業 1,320 157
運輸業 132 ー
個人 176 429
国・地方公共団体 ー ー
その他 ー ー

合計 1,762 1,245

平成18年椴ー（単位▲↘円）平成18年椴べ 平成19年椴べ憎
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三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
単
体
）

（証券化エクスポージャーに関する経過措置を適用して算出される信用リスク・アセットの額）

オリジネーターである証券化エクスポージャーおよび投資家として保有する証券化エクスポージャーは、平成18年度末、平成19年度末とも該当ありません。

（リスク・ウェイトの区分ごとの残高および所要自己資本の額） （単位：億円）

平成18年度末 平成19年度末

証券化エクスポージャー残高 所要自己資本額 証券化エクスポージャー残高 所要自己資本額

オリジネーター分合計 102 4 114 6
うち資産譲渡型証券化取引 3

憎
憎

憎
憎 33単体

�

�

�

�



320

三
菱
U
F
J
信
託
銀
行

バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
デ
ー
タ
（
単
体
）

マーケット・リスク

期末のバリュー・アット・リスクの値並びに開示期間におけるバリュー・アット・リスクの最高、平均および最低の値

トレーディング勘定のリスク量 （単位：億円）

平成18年度 平成19年度

日次平均 最大 最小 平成18年度末 日次平均 最大 最小 平成19年度末

全体 4.1 11.6 1.1 7.7 3.0 14.1 0.3 9.2
金利 2.3 8.3 0.5 1.7 1.4 5.0 0.2 0.3
うち円 1.2 3.7 0.2 0.2 0.8 3.0 0.1 0.1
ドル 1.3 4.7 0.1 1.8 0.8 3.2 0.� 金円 4.1 14.1 1.1 0.5 44.1 3.2 大





3 2 2 三 菱 U F J 信託 銀行 バ ーゼルⅡ関連データ（単体） バ



（単位：百万円）
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主
要
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況
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開
示
項
目
一
覧

三菱東京UFJ銀行 三菱UFJ信託銀行
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開
示
項
目
一
覧

金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則第4条（単体・資産の査定の基準）
三菱東京UFJ銀行 三菱UFJ信託銀行

1. 破産更生債権及びこれらに準ずる債権 143 190、196

2. 危険債権 143 190、196

3. 要管理債権 143 190、196

4. 正常債権 143 190、196

銀行法施行規則第19条の3（連結ベース）
三菱東京UFJ銀行 三菱UFJ信託銀行

銀行及びその子会社等の概況に関する次に掲げる事項

1. 銀行及びその子会社等の主要な事業の内容及び組織の構成 49～55 57～61

2. 銀行の子会社等に関する次に掲げる事項

（1）名称 53～55 60、61

（2）主たる営業所又は事務所の所在地 53～55 60、61

（3）資本金又は出資金 53～55 60、61

（4）事業の内容 53～55 60、61

（5）設立智 53～55 60、61

（6）銀行が保有する子会社等の議決権の総株主又は総出資者の議決権に占める割合 53～55 60、61

（7）銀行の一の子会社等以外の子会社等が保有する当該一の子会社等の議決権の総株主、総社員又は
総出資者の議決権に占める割合 53～55 60、61

銀行及びその子会社等の主要な業務に関する事項として次に掲げるもの

1. 直近の中間事業智 藴 吚 吚齃 5～15 5～15

2. 直近の三中間連結会計智 鴉 舏 呮 ʑ セ もㇷ゚む ⋛よ俐ソ$ ヌす

として次に掲げる事項（1） 例 F0ゾ F5q（2） 訊 蠶3 悍 F0ゾ F5q（3）中間 胦 し海は中間 藴 呦 訊 藴 呦 啝 F0ゾ F5q（4） 資 F0ゾ F5q（5）総資 F0ゾ F5q（6）連結 資本 333 ㌇ F0ゾ
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開
示
項
目
一
覧
（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
）

三菱東京UFJ銀行 三菱UFJ信託銀行

9. 銀行勘定における銀行法施行令（昭和57年政令第40号）第4条第4項第3号に規定する出資その他これに類
するエクスポージャー（以下「出資等」という。）又は株式等エクスポージャーに関するリスク管理の方針及
び手続の概要

10. 銀行勘定における金利リスクに関する次に掲げる事項

イ リスク管理の方針及び手続の概要

ロ 銀行が内部管理上使用した銀行勘定における金利リスクの算定手法の概要
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開
示
項
目
一
覧
（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
）

三菱東京UFJ銀行 三菱UFJ信託銀行
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開
示
項
目
一
覧
（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
）

三菱UFJフィナンシャル・グループ

9. オペレーショナル・リスクに関する次に掲げる事項

イ リスク管理の方針及び手続の概要

ロ オペレーショナル・リスク相当額の算出に使用する手法の名称（部分的に先進的計測手法を使用する場合は、各手法
の適用範囲を含む。）

ハ 先進的計測手法を使用する場合における次に掲げる事項
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開
示
項
目
一
覧
（
バ
ー
ゼ
ル
Ⅱ
関
連
）

三菱UFJフィナンシャル・グループ

ロ 内部格付手法が適用される株式等エクスポージャーに係る信用リスクに対する所要自己資本の額及びこのうち次に掲
げる区分ごとの額

(1) マーケット・ベース方式が適用される株式等エクスポージャー及びこのうち次に掲げる区分ごとの内訳

(i) 簡易手法が適用される株式等エクスポージャー

(ii) 内部モデル手法が適用される株式等エクスポージャー

(2) PD/LGD方式が適用される株式等エクスポージャー

ハ(










	グループ各社プロフィール
	目次
	経営陣メッセージ
	新頭取・新社長からのごあいさつ
	事業の概況
	リテール部門
	法人部門
	受託財産部門
	海外事業

	社会とともに
	コーポレート・ガバナンス
	グループ経営管理体制
	リスク管理
	コンプライアンス（法令等遵守）
	内部監査
	コーポレートデータ
	三菱UFJフィナンシャル・グループ
	三菱東京UFJ銀行
	三菱UFJ信託銀行
	国内ネットワーク
	海外ネットワーク

	三菱UFJフィナンシャル・グループの株式に関するお知らせ
	財務データ
	三菱UFJフィナンシャル・グループ
	三菱東京UFJ銀行
	三菱UFJ信託銀行

	バーゼルII関連データ
	三菱UFJフィナンシャル・グループ
	三菱東京UFJ銀行
	三菱UFJ信託銀行

	主要子会社の状況
	開示項目一覧
	開示項目一覧（バーゼルII関連）



